
 

 

 

 

 

 

令和５年度の医療安全管理の取組について 

 

公立大学法人横浜市立大学附属病院（金沢区福浦 3-9、病院長 遠藤
えんどう

 格
いたる

、病床数 671床。以下、附

属病院）及び附属市民総合医療センター（南区浦舟町 4-57、病院長 田村
た む ら

 功一
こういち

、病床数 696床。以下、

センター病院）の、令和５年度における医療安全の向上に向けた取組について、お知らせします。また併

せて、医療事故、インシデントの件数についても、お知らせします。 

（※医療事故、インシデントの定義については別添資料「令和５年度の医療安全管理の取組について」を

ご覧ください。） 

 

１ 主な医療安全の取組について 

  横浜市立大学附属２病院では、1999 年の医療事故を契機に、他の医療機関に先駆けて医療安全管理

部門を設置し、医療安全に取組んで来ました。医療安全管理に資する情報共有、組織安全文化の醸成、

組織横断的な取組の推進、感染制御、医療情報との連携を図り、より質の高い安全な医療の提供を行え

る体制の構築を⽬指しています。 

  令和５年度の主な医療安全の取組については次のとおりです。 

 （１）附属病院  

   ① 患者確認強化月間の取組 

当院では例年１月を「患者確認強化月間」としています。当院で発生した患者取り違い事故 

から 25年が経過し、改めて事故の教訓を風化させないため、ポスターの掲示や患者確認を啓発

するシールの配布、院内放送、院内巡視、患者へのアンケートなどを実施しました。 

   ② 一般病棟における生体情報モニタ監視体制の強化（拡充） 

職員の少ない夜間帯に異常の早期発見ができるよう、生体情報監視モニタアラームや生体情

報波形を常時確認できるようにするため、小児科、感染症病棟を含む４病棟にモバイル端末を導

入しました。令和４年度に続き令和５年度は重症度の高い病棟を優先して拡充し、現在９病棟に

設置しています。 

また、生体情報監視モニタの７項目（早期警告スコア）の数値をモニタリングし、遠隔 IⅭＵ

にて１日２回中央監視を行い、点数の高い患者に対しラピッド・レスポンスチーム（※１参照）

が院内の巡回を実施しています。 

   ③ 薬剤の誤投与/過量投与時の対応マニュアルの策定 

内服薬の誤投与による死亡事故をまとめた医療事故の再発防止に向けた提言第 15 号を受け、

院内における誤投与/過量投与が発生した際の初期対応をまとめた院内マニュアルを策定しま

した。従来は対応者の知識や経験年数により対応にバラつきがありましたが、対応フロー図を明

示したことにより、行うべき初期対応が明確になりました。 
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※１ ラピッド・レスポンスチーム 

   医師(集中治療部・救急科・麻酔科)・認定看護師や特定行為研修修了看護師が専門的な知

識を持ち寄り、病棟で全身状態が悪化するリスクのある患者さんに対して、早期発見、早

期介入を行い、医療の質の向上を目的としている専門チームです。 

  

（２）センター病院 

①  医療安全管理のマニュアルの改定  

最新のエビデンスや病院機能評価受審（※２参照）を踏まえ、「アナフィラキシーショック 

状への初期対応」、「カラーシリンジの使用の取り決め」、「血管外漏出」等の院内規定を改定し 

した。  

② 医療安全講演会の開催  

 院内全体の医療の質、医療安全向上を目的に、医療の質改善の取組等をテーマに、 令和５年 

度は内部・外部講師による講演会を３回開催しました。  

③ Ｂ型肝炎ウイルス(HBV)再活性化対策  

 HBV再活性化（※３参照）に関し、院内で明確な規定が存在していなかったため、ワーキング 

グループを組織し、事前のリスク評価から治療後のフォローを含めた院内規定の策定・体制整

備を行いました。 

④ 放射線読影について  

放射線画像の専門医による読影は、正確な診断プロセスにおいて極めて重要なことから、「放

射線読影レポート作成率」・「翌診療日までの放射線レポート作成率」の改善を目的に、読影優

先順位の変更、必要性の低い検査の削減、外部検査の推進をしました。  

 

※２ 病院機能評価 

病院機能評価は、病院を対象に、組織全体の運営管理および提供される医療について、日 

本医療機能評価機構(以下「評価機構」)が中立的、科学的・専門的な見地から評価を行い、 

評価を通じて病院の質改善活動を支援する取組です。 

※３ Ｂ型肝炎ウイルス(HBV)再活性化 

HBV再活性化は、HBV現感染者や既往感染者において免疫抑制・化学療法などを行った際 

に HBVが再増殖するもので、時に重大な転帰につながることがあります。 

 

２ 即時公表となった医療事故等の件数（過去５年間） 

  横浜市立大学附属２病院医療事故公表基準に基づき、医療事故のうち、「明らかに誤った医療行為あ

るいは管理」に起因し、それが死因となった場合、もしくは「永続的な障害や後遺症が残る」等、患者

さんに相当の有害な結果を生じさせた場合には即時に公表することとしています。 

令和５年度は、該当する案件はありませんでした。 

 

年 度 H31・R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

附属病院 １件(※1) ０件 ０件 ０件 ０件 

センター病院 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 

(※1) R1.10.24（記者発表）：コンピュータ断層撮影（ＣＴ）の診断結果の確認不足による 

動脈瘤の適切な治療の機会を逸した医療事故について 

 



３ 一括公表となった医療事故等の件数（過去５年間） 

  横浜市立大学附属２病院医療事故公表基準に基づき、医療事故のうち、「明らかに誤った医療行為あ

るいは管理」に起因し、濃厚な処置や治療を要した場合には、一括して個別事例を公表しています。 

令和５年度は、附属病院は該当なしで、センター病院で１件の案件（同意が得られず非公表）が該当

しました。 

年 度 H31・R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

附属病院 １件 ３件 １件 ２件 ０件 

センター病院 １件 ０件 ０件 ２件 １件 

 

４ インシデント報告件数（過去５年間） 

  インシデント報告は、大きな事故に繋がりかねない小さなリスクも敏感に捉え、改善に活かそうとす

る病院職員の意識の表れでもあります。（インシデント報告件数の７割以上は、国立大学病院長会議の

レベル分類に基づくレベル 1（※４参考）に該当するものです） 

  インシデント事例は、内容の検討を通じて病院内への注意喚起等を行っているほか、医療に係る事故

の発生の予防及び再発の防止に資すると考えられる警鐘的な事例については、日本医療機能評価機構

への報告を通じて公表しています。 

  ※４ レベル 1 

  患者に実施され、患者への実害はなかったが、何らかの影響を与えた可能性はあるものです。 

 

年 度 H31・R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 

附属病院 5,284件 5,665件 5,853件 5,758件 5,519件 

センター病院 8,302件 7,826件 7,538件 6,877件 7,039件 

 

 

お問い合わせ先 

附属病院 総務課長             友田 安政 Tel 045-787-2804 

附属市民総合医療センター 総務課長     藤本  剛  Tel 045-253-5302 
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令和６年 11月 27日 

 

 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 

附 属 病 院 

附属民総合医療センター 
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（参考） 資料中での病院名の正式名称は次のとおりです。 

     附属病院   ： 横浜市立大学附属病院 

     センター病院 ： 横浜市立大学附属市民総合医療センター 
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